
 

  

  

  

公表：  2023 年  2 月 15 日                                事業所名 こどもサポート教室「きらり」平塚校  

  
チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある  
4 1 

パーテーションで区切ってい

る。利用者に合ったスペース

作りを一人ひとりに合わせて

設定している。 

  法令を遵守したスペースを確

保しているが、声が漏れる状況

があるため、支援内容に応じ、

スペースを考慮している。 

②  職員の配置数は適切である  5 0 

法令で必要とされる配置数

である常勤５名を配置して

いる。 

 

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に

なされている  

4 1 

個に応じたプログラム表やカ

ード等で視覚提示し、構造

化された環境作りをしてい

る。パーテーションでスペース

の大きさを調節し、構造化

で集中できる環境作りを行

っている。 

段差の箇所があるため、段差が

分かりやすいよう、色テープで視

覚化している。個に応じ、場所

の移動がある際は指導員がつく

ようにし、安全面の配慮が行わ

れるようにしている。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る  

5 0 

日々の清掃・消毒・換気に

努めている。利用者の特性

や課題に合わせた支援スペ

ースをご案内している。 

今後も生活空間を清潔で心地

よく過ごせる環境になるよう、ま

た子ども達の活動に合わせた空

間になるよう努めていく。  

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
5 0 

日々の振り返りに加え、月

次での会議・改善活動報

告等を行っている。 

今後も業務改善を進めるため、

職員全体で目標設定と振り返

りに参画して取り組んでいきた

い。 

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている  

5 0 

保護者向けアンケートを実

施し、保護者様の意向の

把握、業務改善に努めた。 

今後も職員全体で保護者等の

移行等を把握し、業務改善に

努められるようにしていく。 

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している  

5 0 

事業所としての自己評価を

行い、昨年度の保護者向

けアンケートの結果や改善

内容の報告をホームページ

で公開している。 

評価表の結果による支援の質

の評価及び改善の内容をホー

ムページとともに教室会報の「き

らり通信」でもお伝えしていきた

い。 

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
3 2 

第三者による外部評価は

行っていない。 

今後は検討していく。 

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している  
5 0 

発達支援研究所の定例研

修、指導員勉強会、初任

者研修、児発管研修、外

部研修に積極的に参加し

ている。 

研修の機会の確保を今後も行

うとともに、自校舎での支援方

法の情報交換や研修も引き続

き行い、支援の資質の向上に

努めていく。 

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

5 0 

統一のアセスメントシートを

用いて定期的にアセスメン

トやモニタリングを行ってい

る。事業所内相談支援を

定期的に行い、保護者の

ニーズをお聞きし、児童発

達支援計画を作成してい

る。 

今後も引き続きアセスメントを

適切に行い、子どものニーズや

課題を丁寧に聞き取っていきた

い。職員間で会議を行い、情

報交換をすることで、客観的に

分析した児童発達支援計画を

作成していきたい。 

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化された

アセスメントツールを使用している  
5 0 

法人で定められたアセスメン

トシートを用いている。 

  

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている  

5 0 

児童に必要な支援を選択

し設定をしており、その上で

具体的な支援内容を設定

している。 

   

 

⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  5 0 

保護者のニーズに応じた支

援計画に沿った支援内容

について、随時検討する場

を設けている。 

毎回の支援を児童発達支援

計画に沿った内容になっている

か、今後も職員全体でチェック

体制を取りながら進めていく。 

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  5 0 

日々の情報交換を密に行

い、共通理解をすることで、

支援プログラムの立案をチ

ームで行っている。 

 活動プログラムの立案について

は、今後も引き続き職員全体

で取り組み、随時見直しなが

ら、支援を行っていく。 

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  5 0 

構造化の観点から、プログ

ラムをわかりやすく枠組み設

定している。取り組む内容

については、発達段階に応

じてスモールステップでレベル

アップしたり、固定化したりし

ないよう、工夫している。 

構造化を行うことで、今後も安

心して取り組める環境設定を

行っていく。支援内容について

は、固定化しないよう、職員間

で情報交換を密に行い、魅力

のある活動プログラムを行うこと

ができるように努めていきたい。 

⑯  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
5 0 

児童の状況やニーズに合わ

せ、状況を見ながら個別・

集団の療育を組み合わせ

ている。 

子どもの状況に応じて、個別活

動と集団活動を組み合わせて

児童発達支援計画を作成して

いく。 

⑰  
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
5 0 

前回の利用者の様子や取

り組みの内容、保護者の方

とのお話の内容を踏まえて

支援を行うことができるよ

う、打ち合わせを行ってい

る。 

職員間でのミーティングを今後も

定期的に行い、支援の内容や

ねらいについて確認を行ってい

く。記録シートを活用し、今後も

職員間での情報交換が円滑に

行えるようしていく。 



 

  

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している  

5 0 

業務に合わせ、ミーティング

の実施をしている。職員相

互の情報共有を円滑する

ためのツールも適宜活用し

ている。 

今後も職員間でのミーティングを

定期的に行い、支援の振り返り

や、引継ぎを行っていく。記録シ

ートを活用し、情報の共有に努

める。 

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  
5 0 

毎回の支援の記録をと

り、、支援の検証・改善に

つなげている。 

今後も日々の支援記録をとるこ

とを徹底し、支援の検証・改善

に努めていく。 

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  
5 0 

６か月ごとにモニタリングを

行い、随時見直しも行って

いる。 

今後も状況が変化した際には

随時支援計画の見直しを行っ

ていく。 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  

5 0 

コロナ禍のため、電話や

zoom での会議も活用し、

実施している。 

障害児相談支援事業所の方と

の情報交換を今後も密に取って

いく。 

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている  
5 0 

保護者の要望に応じ、行

政の発達支援室や保健セ

ンター、幼稚園・保育園へ

の関係機関連携の実施を

行っている。 

今後も様々な関係機関と連携

した支援を行い、多角的な視

点で支援を行っていくことができ

るよう、努めていく。 

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

  
現在、該当の利用者はな

い。 

 

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている  

  
現在、該当の利用者はな

い。 

  

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている  

5 0 

環境の変化や入園に向け

て保護者への丁寧な傾聴

時間を設けている。 

移行支援として、今後も関係機

関と支援内容等の情報共有と

相互理解に努めていく。 

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている  

5 0 

環境の変化や就学に向け

て保護者への丁寧な傾聴

時間を設けている。 

移行支援として、今後も関係

機関と支援内容等の情報共有

と相互理解に努めていく。 

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

5 0 

市の発達支援室の支援見

学を行い、助言を受け、情

報交換を行った。 

 

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある  
5 0 

児童同士の交流は現状実

施していない。必要に応じ

て情報交換を行っている。 

今後も在籍児童の通園してい

る園への連携訪問を通し、情

報交換等行っていく。 

 
㉙  

（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している  
5 0 

平塚市障がい者自立支援

協議会子ども部会未就学

 



 

  

児分科会の会議に参加

し、情報交換を行っている。 

㉚  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  
5 0 

毎回の支援後のフィードバッ

クの他に、事業所内相談

支援を定期的に行い、児

童の発達の状況について、

保護者との共通理解が持

てるよう努めた。 

今後も事業所内相談支援を

定期的に行い、子どもの状況を

保護者と伝え合い、子どもの発

達状況や課題について共通理

解を持てるよう、努めていく。 

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）

の支援を行っている  

5 0 

事業所主催の講演会を行

い、保護者の対応力の向

上を図る支援（ペアレント

トレーニング）を行った。 

今後も保護者に対して家族支

援プログラム（ﾍﾟｱﾚﾝﾄ・ﾄﾚｰﾆﾝ

ｸﾞ等）の支援を定期的に行

い、保護者の対応力の向上を

図っていきたい。 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている  
5 0 

契約時に保護者に説明を

行い、理解を得ている。ま

た、教室にも常時掲示し、

閲覧できるようにしている。 

 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている  

5 0 

６か月ごとにモニタリングや

個別支援計画の作成を実

施し、内容について保護者

に説明し、同意を得ている。 

 

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
5 0 

毎回の支援後のフィードバッ

ク時や事業所内相談支援

を可能な限り定期的に行

い、保護者の相談に応じ、

必要なアドバイスと支援を

行うようにしている。 

今後も定期的に相談支援

（面談）を行い、不安や困り

感の気持ちを寄り添うことができ

るようにしていく。必要な助言と

支援をともに考え、行っていくこと

ができるよう、努めていく。 

㉟  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
5 0 

保護者会を定期的に開催

している。希望者の方に

は、就学に向けての説明会

や保護者同士の懇談で悩

み相談等話したりし、連携

を行えるよう支援を行ってい

る。 

保護者会のニーズは高く、保護

者同士の連携の場を求めてい

る方が多い。今後も保護者同

士の情報交換等の連携ができ

る会を定期的に設けていきたい

と考えている。 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、

相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応し

ている  

  5 0 

通所時はもちろん、LINE、

メール、電話等でのご相談

を随時受け付けている。状

況に応じ迅速かつ適切に

対応するよう努めている。 

 今後も子どもや保護者からの

相談や申し入れがあった場合

に、迅速かつ適切に対応できる

よう、職員全体で取り組んでま

いりたい。 

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

5 0 

定期的に「きらり通信」の発

行他、個別のカレンダーを

作成し、予定の確認を行っ

今後も定期的に「きらり通信」を

発行し、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報をわか



 

  

ている。また、ブログ、SNS

を活用し、活動概要等の

発信を行っている。 

りやすく発信していく。ブログや

SNS を活用し、随時情報発信

を行っていく。 

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  5 0 

利用者の個人情報はファイ

ル管理した上で施錠できる

書庫で保管している。 

   

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている  
  5 0 

視覚提示や動作での提

示、音楽を用いた支援を行

っている。保護者の方には

状況に応じ、口頭だけでな

く、メモやプリント、メールや

LINE での配慮も行ってい

る。 

   

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
4 1 

地域の子育て支援ネットワ

ークの会議に参加する等行

い、子育ての現状の情報交

換を行っている。 

コロナ禍の現状や、個別療育の

事業所であるため、地域住民を

招待する行事は行っていない

が、今後も引き続き情報交換

等行っていく。 

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施している  

5 0 

月に１回の防災訓練を実

施し、緊急災害等に備えて

いる。また、毎月の防災計

画を教室掲示している。 

防災訓練等の情報を教室会

報のきらり通信にも掲載し、保

護者の方にもわかりやすく周知

していきたい。 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている  

5 0 

月に１回の防災訓練を実

施し、緊急災害等に備えて

いる。 

定期的な避難訓練等の情報を

教室会報の「きらり通信」にも掲

載していく。 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している  
5 0 

契約時に保護者から情報

をお聞きし、基本情報シー

トに記入いただいている。支

援に入る前に情報の確認

を行っている。 

 

㊹  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に

基づく対応がされている  
5 0 

食事の提供はないが、契約

時に必ず聞き取り、基本情

報シートに記入いただき、情

報を職員間で共有してい

る。 

 

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る  
5 0 

その都度ヒヤリハット表に記

入し、事業所内で対策を検

討している。 

今後もヒヤリハット事例を随時

記録し、情報共有することで、

職員の意識をさらに高めていき

たい。 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
5 0 

虐待防止委員会が組織化

されている。全職員で研修

に参加し、適切な対応が取

れるようにしている。 

 



 

  

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載

している  

5 0 

身体拘束の基準を重要事

項説経書に記載し、契約

時に保護者に説明を行って

いる。 

 

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 

  

 

 

 

公表：2023 年  2 月 15 日    

  

事業所名： こどもサポート教室「きらり」平塚校         保護者等数（児童数）：25 人 回収数：22 人  割合：88    ％  

 

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  わからない ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環

境 

・体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か            
21 1 0 0 

個別なので十分確

保されていると思

う。同時三支援は

若干狭く感じる。 

法令を遵守したスペースを

確保しているが、支援内

容によっては、スペース確

保に留意していきたい。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     22 0 0 0 

それぞれの先生が

適宜対応し、サポー

トも適切だと思う。

色々な年代の先生

がいるのがよい。 

 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  

22 0 0 0 

とても子どものことを

考えていただけてい

る。声が聞き取りに

くい時もある。 

わかりやすい構造化された

環境設定が行えるよう努

めていく。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        

22 0 0 0 

広々としてのびのび

と支援を受けてい

る。 

 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  
21 1 0 0 

課題を考えてプログ

ラムを作成してくれ

ている。 

子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析し、

計画立案を行っていきた

い。 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

21 0 0 1 
きちんと支援されて

いる。 

支援計画には、児童発

達支援ガイドラインで示す

支援内容から、個に応じ

た項目を選択した上で、

具体的な内容設定を行

っている。今後もわかりや

すく説明も行っていきた

い。 

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか  22 0 0 0 

計画に合わせてきち

んと支援されてい

る。 

 

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
21 1 0 0 

毎回様々な工夫を

してくれている。毎

回少しずつ違うプロ

グラムで支援いただ

構造化の観点から、見通

しをもち、安心して活動に

取り組めるように、ある程

度のプログラムの流れは固

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

いている。細分化さ

れ、色々学べてよ

い。子どもに合ったプ

ログラムで飽きずに

参加できている。 

定化している。プログラム

の内容については、個のニ

ーズや発達段階に応じた

ものを工夫して提供するよ

うにしている。 

⑨  

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  

7 1 4 10 
まだ入って間もない

ため、わからない、 

児童同士の交流の場は

設けることはしていない。

在籍児童の通園している

園への連携訪問を通 し、

情報交換等行っている。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
22 0 0 0 きちんとされている。 

 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

22 0 0 0 説明を受けた。 

 

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
17 2 0 3 

相談支援で行って

いただいている。コロ

ナ禍で開催が困難

なのかと思うが、機

会があれば参加し

たい。 

今年度は「就学」「子育て

情報交換」をテーマに講

演会や懇談会を行った。

家庭でできる療育につい

て相談支援でもお話させ

ていただいている。 

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

21 1 0 0  

 

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
22 0 0 0  

 

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

4 4 2 12 

コロナ禍で開催が困

難なのかと思うが、

機会があれば参加

したい。入ったばかり

でまだ参加できてい

ないのでわからない。 

今年度は「就学」「子育て

情報交換」をテーマに講

演会や懇談会を行った。

今後も先輩パパママの経

験談をお聞きできる場、

情報交換の場として設定

していく。 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  

22 0 0 0 

幼稚園での様子や

子育ての悩み等、

親身になって相談に

のっていただいている

ので安心できる。 

 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
22 0 0 0 

子どもの言いたいこ

とをくみ取ってくださ

る。 

 

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己 21 0 0 1 

定期的な会報で情

報をいただいてい

る。Instagram で

定期的に「きらり通信」を

発行、HP のブログや

SNS で活動の様子や空



 

  

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

気軽に見ることがで

きるのもよい。 

き状況、メールでの問い合

わせフォーム等の発信を

行っている。また、昨年度

の自己評価の結果につい

ては、HP に載せ、教室掲

示も行っている。 

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  21 0 0 1  

個人情報を保護・管理す

る体制を整え、運用を規

定し、全ての職員がそれを

遵守し、適切な管理に努

めている。 

非

常

時

等

の

対

応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  

13 2 0 7 
感染症対策は実施

されている。 

防災委員会が組織化さ

れており、それぞれのマニュ

アル について策定いたして

いる。 

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
4 3 0 15 

避難はどこか契約

書に書かれていたと

思うが、わからない。

訓練についてはわか

らない。 

月に１回の防災訓練を

実施し、計画を教室掲示

している。きらり通信で地

震の防災訓練の様子をお

伝えしてきたが、今後 はさ

らにわかりやすく周知して

いきたい。 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  21 0 0 1 

歌をたくさん覚え、

自宅で口ずさんだり

毎回の通所を楽し

みにしている。毎回

楽しみにしている。コ

ロナの濃厚接触者

で通所できないとき

は、zoom での代

替支援もしていただ

けた。毎回張りきっ

て通っている。先生

のことも好き。まだ通

うということが分かっ

ていないと思う。 

きらりが安心できる、楽し

みな場所となるよう努めて

いきたい。また、支援計画

に基づいた魅力的な支援

を提供できるよう、今後も

本人や保護者の方のニー

ズを把握し、情報交換を

密に行い、進めていきた

い。 

㉓  事業所の支援に満足しているか  22 0 0 0 

子どもにとっても保

護者の私にとっても

安心できる場所に

なっており、感謝し

ている。通所するよ

うになってから幼稚

園での生活も楽しく

できるようになり、よ

事業所の支援に満足いた

だけることを目標に、今後

も職員全体で取り組んで

いきたい。 



 

  

かった。支援に助け

られている。 

 ○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


